
小学校から大学までを見通した

「文章力」育成指導

ー「文章構成・段落・キーワード」ー

東京農業大学第三高等学校附属中学校 西山明人



１ 文章力とは？

２ 文章力の育成指導法
（説明・実習・作品例）

３ 各段階における「書くこと」の学習
（小学校～大学・社会）



１ 文章力とは？

（１）文章とは？

（２）文章力とは？



２ 文章力の育成指導法
（説明・実習・作品例）

（１）文章力を育成する授業実践

（２）実習と作品例



３ 各段階における「書くこと」
の学習
（小学校～大学・社会）

（１）小学校から大学・社会へ続く学び

（２）いつごろ何を身につけるのか？



参考文献

市毛勝雄（2010）

『ＤＶＤ付 授業マニュアル 小論文の書き方指導

４時間の授業で「導入」から「評価」まで』

明治図書

長谷川祥子（2021）

『論理的思考力を育てる！ 書く力・考える力

アップワーク』明治図書



１ 文章力とは？

（１）文章とは？

①「論理的文章」のこと
ー文学的文章

②「書くこと」―話す･聞く･読む



①「論理的文章」は４種類

ア 記録

イ 報告

ウ 論説

エ 説明



ア 記録

例 アサガオの観察記録

ことがらを
時間通りに書いた文章。



イ 報告

例 リポート、自然科学の論文

新しいことがらの発見を
詳しく書いた文章。



ウ 論説

例 経済学･教育学･社会学の論文、
新聞社説、月刊雑誌の論文

記録･報告をもとに
さいごに主張を述べた文章。



エ 説明

例 ゲーム機･スマホの取扱説明書

新しいもの等の性質･性能を
わかりやすく書いた文章。



１ 文章力とは？

（２）文章力とは？

① 報告･論説など
論理的な文章を
書くことができる力



１ 文章力とは？

（２）文章力とは？

② 文章力としてはたらく

組み立てる力
（思考力）

詳しく説明する
力

（表現力）



１ 文章力とは？

（３）ことばの技術

Ａ 組み立てる（思考）

Ｂ 詳しく説明する（表現）

※言語技術 Language Arts



参考文献

田嶋幸三（2007）

『「言語技術」が日本のサッカーを変える』

光文社新書

木下是雄（1981）

『理科系の作文技術』中公新書



文章力育成を目標とする学習
の教材は？

：２つの事実と

共通する感想とで構成した

科学論文の基礎形式をそなえた教材

「小論文」



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）
（１）説明

（２）実習

（３）作品例・評価（の授業）

（１）説明（基礎的な知識）



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）
（１）説明（基礎的な知識）

① 文章構成

② 段落

③ キーワード



① 文章構成
役割をもつ 段落どうしの 組み立て

② 段落

一つの内容を書いている 文章のまとまり

③ キーワード

文章の内容を思い出すための 主要語句



① 文章構成

はじめ……あらまし

な か……具体的事例

まとめ……共通の感想

むすび……主張



文
章
例

題

名

・
・
・
・

楽
し
か
っ
た
お
祭
り

は
じ
め

第
①
段
落

お
祭
り
に
行
っ
た
。

な
か
１

第
②
段
落

お
め
ん
を
買
っ
た
。

な
か
２

第
③
段
落

焼
き
そ
ば
を
食
べ
た
。

ま
と
め

第
④
段
落

お
祭
り
は
楽
し
か
っ
た
。



は
じ
め

全
体
の1

0

分
の1

2

行
以
内

ま
と
め

全
体
の1

0

分
の1

2

行
以
内

な
か1

7

行
以
内

な
か2

7

行
以
内

合
わ
せ
て
全
体
の1

0
分
の7

１

論
理
的
文
章
は
形
式
を
守
っ
て
書
く
。

2
原
稿
用
紙
を
赤
線
で
区
切
っ
て
各
段

落
を
書
く
。



② 段落
一つの内容を書いている 文章のまとまり

③ キーワード

文章の内容を思い出すための 主要語句

一段落一事項の原則

：一つの段落には、一つのことがらを
書くという原則



課
題

段
落
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
答
え
な
さ
い
。

課
題
１

楽
し
か
っ
た
手
伝
い

は
じ
め

①

手
伝
い
を
し
た
。

（
手
伝
い
）

な
か
１

②

テ
ー
ブ
ル
を
ふ
い
た
。

（
Ａ

）

な
か
２

③

箸
を
置
い
た
。

（
Ｂ

）

ま
と
め

④

手
伝
い
は
楽
し
か
っ
た
。

（
楽
し
か
っ
た
）

課
題
２

楽
し
か
っ
た
昔
遊
び

は
じ
め

①

昔
遊
び
を
し
た
。

（
昔
遊
び
）

な
か
１

②

お
手
玉
を
し
た
。

（
Ｃ

）

な
か
２

③

け
ん
玉
を
し
た
。

（
Ｄ

）

ま
と
め

④

昔
遊
び
は
楽
し
か
っ
た
。

（
楽
し
か
っ
た
）

答
え

課
題
１

楽
し
か
っ
た
手
伝
い

は
じ
め

①

手
伝
い
を
し
た
。

（
手
伝
い
）

な
か
１

②

テ
ー
ブ
ル
を
ふ
い
た
。

（

テ
ー
ブ
ル
）

な
か
２

③

箸
を
置
い
た
。

（

箸

）

ま
と
め

④

手
伝
い
は
楽
し
か
っ
た
。

（
楽
し
か
っ
た
）

課
題
２

楽
し
か
っ
た
昔
遊
び

は
じ
め

①

昔
遊
び
を
し
た
。

（
昔
遊
び
）

な
か
１

②

お
手
玉
を
し
た
。

（

お
手
玉

）

な
か
２

③

け
ん
玉
を
し
た
。

（

け
ん
玉

）

ま
と
め

④

昔
遊
び
は
楽
し
か
っ
た
。

（
楽
し
か
っ
た
）

課
題
3

大
変
だ
っ
た
昔
の
暮
ら
し

は
じ
め

①

社
会
科
で
、
昔
の
道
具
を
使
う
体
験
を
し
た
。

（
昔
の
道
具

）

な
か
１

②

洗
濯
板
で
、
く
つ
下
を
洗
っ
た
。
二
十
回
こ

す
っ
て
も
、
白
く
な
ら
な
か
っ
た
。

（
Ｇ

）

な
か
２

③

七
輪
で
、
お
も
ち
を
焼
い
た
。
用
意
し
て
か

ら
、
食
べ
る
ま
で
に
三
十
分
か
か
っ
た
。

（
Ｈ

）

ま
と
め

④

ど
ち
ら
も
、
時
間
も
手
間
も
か
か
っ
て
、
大

変
だ
っ
た
。

（
大
変
だ
っ
た
）

課
題
3

大
変
だ
っ
た
昔
の
暮
ら
し

は
じ
め

①

社
会
科
で
、
昔
の
道
具
を
使
う
体
験
を
し
た
。

（
昔
の
道
具

）

な
か
１

②

洗
濯
板
で
、
く
つ
下
を
洗
っ
た
。
二
十
回
こ

す
っ
て
も
、
白
く
な
ら
な
か
っ
た
。

（

洗
濯
板

）

な
か
２

③

七
輪
で
、
お
も
ち
を
焼
い
た
。
用
意
し
て
か

ら
、
食
べ
る
ま
で
に
三
十
分
か
か
っ
た
。

（

七
輪

）

ま
と
め

④

ど
ち
ら
も
、
時
間
も
手
間
も
か
か
っ
て
、
大

変
だ
っ
た
。

（
大
変
だ
っ
た
）



① 文章構成
役割をもつ 段落どうしの 組み立て

② 段落

一つの内容を書いている 文章のまとまり

③ キーワード

文章の内容を思い出すための 主要語句



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）
（１）説明

④ 書き方プリント



1

形
式

2

種
類

3

文
章
例

4

小
論
文
を
書
く
時
の
注
意
（
評
価
基
準
）

→
 

小
論
文
を
書
く
技
術
を
の
せ
て
あ
る
。



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）
（１）説明

④ 書き方プリント

4 小論文を書く時の注意（評価基準）

（1）「です･ます」を使わず、「である」を使う。

文体



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）
（１）説明

④ 書き方プリント

4 小論文を書く時の注意（評価基準）

（8）「なか」を書く主な技術は……。
①地名･人名……値段･個数など、

名前や数字を使って文章を書く。

具体例を詳しく



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）
（１）説明

④ 書き方プリント

4 小論文を書く時の注意（評価基準）

（9）「まとめ」の観点にぴったりな具体例を
「なか」から選び直すと、
一貫性のある文章になる。

文章構成



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）
（１）説明

④ 書き方プリント

4 小論文を書く時の注意（評価基準）

（10）小論文を書く順序としては、
「なか2」→「なか1」→「まとめ」→「はじめ」
……の順に書くと書きやすい。

書く順序



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）
（１）説明

（２）実習

（３）作品例・評価（の授業）

（２）実習（学習項目）



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）
（2）実習（学習項目）

① テーマ

② キーワード表

③ まとめの表

④ 一次原稿

⑤ 二次原稿

⑥ 評価



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）
（2）実習 ①テーマを知る
テーマ（年間計画）は学校生活･学校行事
回 テーマ 時期

第１回 手伝い ４月

第２回 体育祭 ６月

第３回 文化祭 ９月

第４回 当番活動 １１月

第５回 一年間の思い出 ２月



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）
（2）実習（②思いだす、③組み立てる）

②キーワード表 1. テーマについて、経験した
ことを思い出す。

2. 思い出した経験･事実を、
語句でキーワード表に書く。

3. ３つ以上書ければよい。思い出す



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）
（2）実習（②思いだす、③組み立てる）

③まとめの表 1. 感想を考えて「まとめ」に書
く。

2. 感想と合う経験･事実をキー
ワード表から２つさがして
「なか１」と「なか２」に書
く。

3. 黒板に書く。【板書添削】組み立てる



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）
（2）実習（②思いだす、③組み立てる）

② キーワード表 ③ まとめの表



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）
（2）実習（②思いだす、③組み立てる）

②キーワード表 ③まとめの表一貫性がある？



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）

④一次原稿 1. 「まとめの表」に語句で
書いたものを、原稿用紙
に１行の文で書く。

2. 書いたら○をもらう。

3. 黒板に書く。【板書添削】書く（一貫性の確認）

（2）実習 書く④一次原稿 ⑤二次原稿



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）

④一次原稿での例 1. ○をもらったら黒板に書く。
2. 書いたら指導者が音読して

○をつける。
3. 書き方を知りたい者だけが

聞いていればよい。
4. 誤字などは○をつけたあと

そっと直す。書き方の例示・評価

【板書添削】 ③まとめの表 ④一次原稿 ⑤二次原稿



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）

⑤二次原稿 1. 「一次原稿」に１行の文で
書いたものを、原稿用紙に
詳しく書く。

2. 書くときは「なか」→「まと
め」→「はじめ」の順番で。

3. 黒板に書く。【板書添削】書く（詳しく書く）

（2）実習 書く④一次原稿 ⑤二次原稿



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）

⑤二次原稿での例 1. 黒板に出て書く。
2. 書いたら指導者が音読して

○をつける。
3. 書き方を知りたい者だけが

聞いていればよい。
4. 誤字などは○をつけたあと

そっと直す。書き方の例示・評価

【板書添削】 ③まとめの表 ④一次原稿 ⑤二次原稿



授業計画（全４時間）
事項 時間 内容 備考

＊

１時間め

①テーマを知る。 ①テーマについて話し合う。

思い出す ②キーワード表を書く。 ②経験･事実を語句で書く。

組み立てる ③まとめの表を書く。 ③文章を組み立てる。

一貫性確認
２時間め

④一次原稿を書く。 ④１行の文で書く。

詳しく書く ⑤二次原稿を書く。 ⑤「なか２」を詳しく書く。

詳しく書く ３時間め ⑥二次原稿を提出する。 ⑥すべての段落を書く。

優れた文例 ４時間め ⑦評価･返却をする。 ⑦優れた文例を聞く。



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）
（１）説明

（２）実習

（３）作品例・評価（の授業）（３）作品例・評価（の授業）



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）
（3）評価・評価の授業・返却

② ｢なか｣に◎があれば、評価Ａ：優秀印

③ 形式が守れていれば、評価Ｂ：合格印

④ 誤字は指摘する。

① 段落ごとに、○・◎で評価する。

評価基準は「4 小論文を書くときの注意」



２ 文章力の育成指導法（授業実
践）
（3）評価・評価の授業・返却

① 優れた文例を指導者が音読する。
（匿名で、段落ごとに、音読する。）

② 文章の評価を判断する。

③ 感想を言う。

④ 作品を返却してもらい、保管する。



（３）作品例（一年間の変遷 第1回）

1. 時間内に書き
終わらなかっ
た。

2. 評価はＣ。
3. 評価印



（３）作品例（一年間の変遷 第4回）

1. すべての段落
を書き終え、
形式を守って
書いている。

2. 評価はＢ。
3. 評価印



（３）作品例（一年間の変遷 第5回）

1. 形式を守って
いて「なか」
が詳しく書け
ている。

2. 評価はＡ。
3. 評価印



（３）作品例（3年間の変遷(1)「手伝い」）

1. 1年生の4月の
作品である。

2. ｢なか｣が2行書
けている。

3. 形式を守って
書いている。

4. 評価はB。



（３）作品例（3年間の変遷(2)「手伝い」）

1. 2年生の4月の
作品である。

2. 形式を守って、
｢なか｣を5行で
書けている。

3. 評価はA。



（３）作品例（3年間の変遷(3)「手伝い」）

1. 3年生の4月の
作品である。

2. 形式を守って、
中心をきめて、
｢なか｣を6行で
詳しく書けて
いる。

3. 評価はＡ。



（３）作品例（小学校～中学校～高校：小１）

1. 小学１年生は口
頭作文を行い、
担任が書き取る。

2. 形式を守ってい
る。

3. ｢なか｣が1行で
述べてある。

4. 評価はＡ。
（東京都台東区立東泉小学校の児童作品）



（３）作品例（小学校～中学校～高校：小２）

1. 小学２年生から
小論文を行った。

2. 形式を守ってい
る。

3. ｢なか｣が２行書
けている。

4. 評価はＡ。

（東京都台東区立東泉小学校の児童作品）



（３）作品例（小学校～中学校～高校：小3）

1. 小学3年生では、
小論文を行う。

2. 形式を守ってい
る。

3. ｢なか｣が3～5行
書けている。

4. 評価はＡ。

（東京都台東区立東泉小学校の児童作品）



（３）作品例（小学校～中学校～高校：小4）

1. 小学4年生では、
小論文を行う。

2. 形式を守ってい
る。

3. ｢なか｣が5～6行
書けている。

4. 評価はＡ。

（東京都台東区立東泉小学校の児童作品）



（３）作品例（小学校～中学校～高校：小5）

1. 小学5年生では、
小論文を行う。

2. 形式を守ってい
る。

3. ｢なか｣が6～7行
書けている。

4. 評価はＡ。

（東京都台東区立東泉小学校の児童作品）



（３）作品例（小学校～中学校～高校：小6）

1. 小学6年生では、
小論文を行う。

2. 形式を守ってい
る。

3. ｢なか｣が6～7行
書けている。

4. 評価はＡ。

（東京都台東区立東泉小学校の児童作品）



（３）作品例（小学校～中学校～高校：中1）

1. 中学1年生で、
初めて小論文を
行った。

2. 形式を守ってい
る。

3. ｢なか｣が3～5行
書けている。

4. 評価はＢ。
（本校の生徒作品）



（３）作品例（小学校～中学校～高校：中2）

1. 中学2年生で、
小論文を行った。

2. 形式を守ってい
る。

3. ｢なか｣が4～5行
書けている。

4. 評価はＢ。

（本校の生徒作品）



（３）作品例（小学校～中学校～高校：中3）

1. 中学3年生で、
小論文を行った。

2. 形式を守ってい
る。

3. ｢なか｣が6～7行
書けている。

4. 評価はＡ。

（本校の生徒作品）



（３）作品例（小学校～中学校～高校：高1）

1. 高校1年生で2～
3回目の小論文
を行った。

2. 800字の形式で
書いている。

3. ｢なか｣が10～14
行書けている。

4. 評価はともにＡ。
（本校の生徒作品）



（３）作品例（800字小論文の｢なか｣の構造）

1. 800字の形式で
書いている。

2. ｢なか｣が12行で
書けている。

3. ｢なか｣の内部が
｢はじめ･なか･
まとめ｣の構造
になっている。

（本校の生徒作品）



（３）作品例（800字小論文の｢なか｣の構造）

はじめｰなか1ｰなか2ｰまとめ

はじめｰ(はじめ･なか･まとめ)ｰ(はじめ･なか･まとめ)ｰまとめ



３ 各段階における「書くこと」
の学習
（小学校～大学・社会）

（１）小学校から大学・社会へ続く学び

（２）いつごろ何を身につけるのか？

文章構成･段落･キーワードを共通にして反復

小学校[文章の型]→中学校[事実の文章]→

高校・大学（社会人）[根拠の明確な意見文]



小学校から大学までを見通した

「文章力」育成指導

ー「文章構成・段落・キーワード」ー

東京農業大学第三高等学校附属中学校 西山明人


